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上郷東地区まちづくり協議会

現況調査の概要報告

コミュニティの状況
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栄区全体

上郷東地区

上郷東地区・地域のつながり（H27区民意識調査）

顔もよく知らない 道で合えば挨拶くらいする

たまに立ち話をする 一緒に買い物に行ったり、気の合った人と親しくしている

困ったとき、相談したり助け合ったりする 無回答

密な付き合いがやや多い

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況

出典︓横浜市栄区 区⺠意識調査
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コミュニティの状況
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0.5%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自治会、町内会の活動

資源回収やごみの分別、リサイクル活動

祭りや盆踊り、運動会などのイベント

身近な道路や公園などの清掃活動

スポーツや健康づくりの活動ｊへの参加や振興

子ども会、婦人会、老人クラブの活動

文化・芸術活動への参加や振興

PTA活動や学校行事での手伝い、ボランティアなど

高齢者や障害者への手助けや交流などの福祉活動

公園での花壇づくりなどの緑化や身近な水辺、緑地（里山…

交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動

建物の用途や高さなど建物についてのルールや美しいまち…

保育ボランティアなどの子育て支援

その他の社会奉仕などボランティア活動

上郷東地区・参加している活動（H27意向調査）

⾃治会、町内会の活動へ
の参加率は⾼い
（区平均38.6％）

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況

出典︓横浜市栄区 区⺠意識調査

地域で取り組むべき課題

50.0%

34.2%
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14.7%

14.2%

12.6%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

高齢者などへの手助けや見守り、介護をしている人への支援

防災・減災や災害時への備え

交通安全や防犯

子どもの見守りや子育て中の人への支援

住民同士の交流や助け合いの促進

身近な道路や公園の清掃などの美化

青少年の居場所づくりや健全育成

スポーツや健康づくりなどを楽しむ場やイベントの開催など

文化・芸術などを楽しむ場やイベントの開催など

まちなみや景観の創出や維持

花壇づくりなどの緑化や身近な自然環境の保全

その他

上郷東地区・地域で取り組むべき課題（H27意向調査）

・社会的弱者の⽀援
・地域の安全・安⼼
・住⺠間の交流促進

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況

出典︓横浜市栄区 区⺠意識調査
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居住継続意向

77.8%

73.2%

69.7%

20.0%

24.7%

26.1%

2.2%

2.1%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

栄区全体（H27）

上郷東地区

（H27）

上郷東地区

（H22）

上郷東地区・居住継続意向（区民意識調査）

住み続けたい 住み続けたくない 無回答

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況

出典︓横浜市栄区 区⺠意識調査

居住継続意向－住み続けるために必要なこと－

78.7%

68.1%

25.5%

23.4%

10.6%

4.3%

14.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

交通の便が良くなる

スーパーや商店が増え、買い物が便利になる

教育・文化環境が良くなる

都市基盤（道路、公園等）が整備される

通勤の便利なところに転勤（就職・転職）になる

近所づきあいが親密になる

その他

上郷東地区・居住継続に必要なこと（複数回答）（区民意識調査）

※「住み続けたくない」と答えた⽅が回答

⽣活利便性の向上が
必要

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況

出典︓横浜市栄区 区⺠意識調査
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交通－駅までの交通⼿段－

32.1%

46.9%

59.6%

11.4%

20.8%

14.0%

7.3%

5.2%

17.5%

8.0%

4.2%

3.5%

35.9%

18.8%

5.3%

5.2%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

栄区全体（H27）

上郷東地区

（H27）

上郷東地区

（H22）

上郷東地区・通勤・通学時の利用駅までの手段（区民意識調査）

バス

自家用車

原付・バイク

自転車

徒歩

その他

バス依存度は⾼い

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況

出典︓横浜市栄区 区⺠意識調査

最寄駅からバスで15分圏域

バス１５分で駅まで到
達できない住宅地域

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況

【横浜市地形図複製承認番号 平27建都計第9062号】
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交通－交通利便性－
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（H27）
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（H22）

上郷東地区・交通の利便性（区民意識調査）

とても便利 やや便利 普通 やや不便 不便

区全体と⽐べると「不便感」は⾼い

⽣活利便性から⾒た上郷東地区の現況
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人 上郷東地区の年齢別人口推移

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

少⼦化・若年層の減少

⾼齢化の進展

将来的な居住⾯から⾒た上郷東地区の現況

少⼦化・若年層の減少

⾼齢化の進展

出典︓総務省統計局 国勢調査※平成7年から12年で⼤幅に減少しているように⾒えるのは、
平成10年10⽉19⽇に、上郷町の⼀部が桂台に分かれた影響があるためです。
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世帯構成の推移
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H12 H17 H22

人 上郷東地区・高齢単独世帯、高齢夫婦のみ世帯の推移

単独世帯総数 夫婦のみ世帯総数

単独世帯に占める高齢単独世帯の割合 夫婦のみ世帯に占める高齢夫婦のみ世帯の割合

⾼齢単独世帯、
⾼齢夫婦のみ世帯の増加

将来的な居住⾯から⾒た上郷東地区の現況

出典︓総務省統計局 国勢調査

⼟地利⽤現況

農地
3.7%

山林

33.3%

河川・水路・水面

1.0%

荒地・海浜・法面等

6.8%

住宅系土地利用

19.9%商業系土地利用

2.0%

工業系土地利用

3.0%

その他の建築用地

8.4%

公園・ゴルフ場等

9.7%

駐車場・その他の空地

3.2%

道路用地

8.9%

上郷東地区の土地利用現況（H20）

緑豊かな地域
（⾃然的⼟地利⽤が４５％）

約９割が⼾建住宅

将来的な居住⾯から⾒た上郷東地区の現況

出典︓横浜市 都市計画基礎調査
【横浜市地形図複製承認番号 平27建都計第9062号】
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建物築年数
築40年以上の建築物が25%

築30〜40年の建築物が40%

将来的な居住⾯から⾒た上郷東地区の現況

上郷東地区の建物築年数（2016年時点）

出典︓横浜市 都市計画基礎調査
【横浜市地形図複製承認番号 平27建都計第9062号】

現況から⾒るまちづくりの課題

➣地域のつながりが強く活動も活発だが、⾼齢者・⼦どもへの⽀援、防災防犯
対策を課題と感じている⼈が多い
➣居住継続意向は強いが、交通や買い物⾯での利便性向上の必要性を感じている
⼈が多い
➣主要交通⼿段であるバス便に不便を感じてる⼈が多く、定時運⾏した場合にも
最寄り駅まで15分以上要する地域が存在する

 短期的には地域コミュニティの強さを活かし、ソフト対策を講
じる⼀⽅で、中⻑期的な交通⾯での対策が必要

➣下げ⽌まりをみせているものの若年層は減少したまま
➣居住する⾼齢者の多くは単独世帯もしくは夫婦のみ世帯
➣地域に多く存在する⼾建て住宅の約7割が10年後には築40年以上経過する

 若年層の呼び戻し・転⼊増を図る必要があるものの、
将来的には地域ルールと併せ、住宅の改築・建替を含めた更新が必要

●将来的な居住⾯での課題

●⽣活利便性での課題




